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名
古
屋
城
の
障
壁
画
　
一
　
二
之
丸
御
庭
の
霜
傑�

朝
日
　
美
砂
子
（
元
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）

キ
ー
ワ
ー
ド

江
戸
城
、
二
之
丸
、
襖
絵
、
狩
野
派
、
南
蘋
派
、
小
栗
寛
令
、
宋
紫
岡
、
竹
長
押
茶
屋

は
じ
め
に

　

名
古
屋
城
の
障
壁
画
と
し
て
、本
丸
御
殿
の
障
壁
画
（
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
蔵
・

重
要
文
化
財
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、江
戸
時
代
「
御
殿
」
と
し
て
日
々

使
わ
れ
て
い
た
の
は
二
之
丸
御
殿
で
あ
り
、
そ
の
規
模
は
完
成
期
の
寛
永
度
本
丸
御

殿
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
た
。
二
之
丸
御
殿
に
付
随
す
る
二
之
丸
御
庭
に
も
江
戸
後

期
に
は
様
々
な
茶
屋
が
ひ
し
め
く
よ
う
に
建
て
ら
れ
、
御
殿
と
御
庭
は
多
く
の
障
壁

画
で
彩
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
障
壁
画
の
す
べ
て
が
明
治
維
新
後
売
却
あ
る
い
は
破

却
さ
れ
、
今
名
古
屋
城
に
は
、
二
之
丸
御
殿
伝
来
と
口
承
さ
れ
る
数
点
の
遺
品
し
か

な
い
。

　

し
か
る
に
、
名
古
屋
市
内
外
の
個
人
の
方
々
に
よ
り
、
名
古
屋
城
か
ら
運
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
る
障
壁
画
群
が
今
に
い
た
る
ま
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。

　

本
稿
は
、
そ
れ
ら
名
古
屋
城
由
来
の
障
壁
画
の
う
ち
、
二
之
丸
御
庭
内
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
障
壁
画
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
名
古
屋
城
下
の
杉

戸
絵
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
て
お
り
、
重
複
す
る
部
分
も
あ
る（

（
（

。

　

二
之
丸
御
庭
内
障
壁
画
に
関
す
る
基
本
的
文
献
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の

「
張
出
留
」（
尾
張
徳
川
家
文
書　

尾
五　

二
四
二
）
一
綴
の
中
の
「
御
間
向
幷
上
御

庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
と
題
さ
れ
た
文
書
で
、
中
御
座
之
間
、
桜
之
間
、

御
小
座
敷
な
ど
の
二
之
丸
御
殿
の
各
棟
と
、
霜
傑
、
風
信
、
余
芳
な
ど
の
二
之
丸
御

庭
内
の
茶
屋
に
つ
い
て
、
障
壁
画
画
題
と
筆
者
を
列
挙
し
て
い
る（

（
（

。

　

表
一
は
、「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
に
記
さ
れ
た
障
壁

画
画
題
、
筆
者
、
そ
の
生
没
年
な
ど
の
一
覧
で
あ
る
。
一
見
し
て
気
付
か
さ
れ
る
の

は
、「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
」
と
い
う
表
題
の
ご
と
く
、
二
之
丸
御
殿
の
表
部

分
に
関
す
る
記
述
が
な
く
北
東
部
と
庭
の
茶
屋
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
こ
と
、
雪
舟
や
狩

野
探
幽
、
狩
野
山
楽
な
ど
こ
の
手
の
障
壁
画
伝
承
筆
者
の
常
連
で
あ
る
過
去
の
巨
匠

を
挙
げ
ず
、
狩
野
伊
川
院
、
谷
文
晁
な
ど
江
戸
後
期
の
画
家
の
み
記
し
、
さ
ら
に
、

小
栗
寛
令
な
ど
ほ
ぼ
無
名
の
人
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、画
題
は「
松

鶴
図
」
と
い
っ
た
定
型
的
古
典
的
な
画
題
で
は
な
く
「
海
棠
に
尾
長
鳥
」
な
ど
い
か

に
も
江
戸
後
期
風
の
画
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
資
料
は
、
二
之
丸
御
殿
と
二
之
丸
御

庭
に
あ
る
全
障
壁
画
を
列
挙
す
る
も
の
で
は
な
く
、
江
戸
後
期
の
一
時
期
に
新
規
制

作
さ
れ
た
障
壁
画
の
み
記
し
た
実
務
的
な
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
に

つ
い
て
は
文
晁
な
ど
来
名
が
確
認
で
き
な
い
画
家
も
含
ん
で
お
り
、注
意
を
要
す
る
。

　
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
自
体
の
成
立
過
程
を
含
め
た

詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
り
、
ま
ず
、
現
存
す
る
名
古
屋
城
伝
来
の
障
壁
画
と
の
照

合
を
行
い
た
い
。

一
　
霜
傑

　
1
　
霜
傑
の
概
要

　
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
は
、二
之
丸
御
庭
の
茶
屋
「
霜

傑
」
の
障
壁
画
を
挙
げ
て
い
る
。「
当
時
松
濤
」
と
の
別
筆
に
よ
る
添
書
が
あ
り
、



6

霜
傑
は
あ
る
時
点
で
松
濤
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

霜
傑
と
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
御
城
御
庭
絵
図
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
二
之

丸
御
庭
の
北
東
に
位
置
し
た
平
屋
の
茶
屋
で
あ
っ
た
（
図
2
参
照
）。
西
側
二
室
が

床
や
棚
を
備
え
る
主
室
で
、
北
西
に
縁
を
回
し
、
北
東
端
に
二
畳
の
手
洗
所
を
張
り

出
さ
せ
、
東
側
に
二
室
と
土
間
を
配
し
て
お
り
、
茶
屋
と
し
て
は
大
規
模
と
い
え
る
。

　

霜
傑
の
創
建
年
代
に
関
す
る
直
接
的
な
記
録
は
な
い
が
、
尾
張
藩
第
十
代
藩
主
斉

朝
入
国
時
の
二
之
丸
内
床
飾
に
関
す
る
記
事
か
ら
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に

は
ま
だ
建
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
、

文
政
四
年
に
は
、
霜
傑
は
じ
め
多
春
園
・
玉
壺
亭
・
御
庭
御
数
寄
屋
・
風
信
・
御
植

木
屋
・
権
現
山
下
新
御
数
寄
屋
な
ど
多
数
の
茶
屋
が
存
在
し
、
二
之
丸
御
庭
の
改
造

が
一
段
落
し
て
い
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

霜
傑
か
ら
松
濤
へ
の
改
称
時
期
も
不
明
で
あ
る
が
、
名
古
屋
城
下
と
尾
張
藩
江
戸

屋
敷
の
茶
屋
の
絵
図
集
で
あ
る
徳
川
美
術
館
蔵
「
尾
江
茶
席
略
図
」
に
、「
松
濤
」

と
記
さ
れ
た
建
物
の
起
絵
図
が
含
ま
れ
、
改
築
案
が
朱
書
さ
れ
て
い
る（

（
（

。「
尾
江
茶

席
略
図
」
は
、「
源
慶
恕
章
」
の
白
文
方
印
が
巻
末
に
あ
り
尾
張
藩
第
十
四
代
・
第

十
七
代
藩
主
で
あ
っ
た
慶
勝
（
一
八
二
四
～
八
三
）
の
編
と
知
ら
れ
、
さ
ら
に
慶
勝

が
慶
恕
と
名
乗
り
か
つ
十
四
代
藩
主
で
あ
っ
た
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
か
ら
安
政

五
年
（
一
八
五
八
）
ま
で
の
期
間
の
成
立
と
見
な
さ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
頃
に
は
改

称
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
改
築
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
見

て
よ
い
）。
な
お
、
二
之
丸
御
庭
の
茶
屋
は
明
治
維
新
後
の
明
治
四
年
、
入
札
に
か

け
ら
れ
払
い
出
さ
れ
た
こ
と
が
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
「
大
矢
家
日
記
」
な
ど
に
よ
り

知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
入
札
記
事
に
は
霜
傑
の
名
は
な
く
「
松
濤
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
霜
傑
は
文
化
十
四
年
か
ら
文
政
四
年
の
間
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
後

松
濤
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
四
年
に
は
入
札
に
か
け
ら
れ
売
却
さ
れ
た
。

　

続
い
て
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
に
記
さ
れ
た
額
や
障

壁
画
の
筆
者
を
考
察
し
、
制
昨
年
や
現
存
す
る
障
壁
画
と
の
一
致
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

　

同
書
の
霜
傑
に
関
す
る
記
事
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　　
　
　
松
濤	

　
　

霜
傑　

　

一
御
額　
　
　
　

花
山
院
右
大
臣
愛
徳
公
御
筆

　
　

一
御
襖
四
本　

　
　
　
　

内　

岩
ニ
蘭　
　
　
　
　
　
　

文
晁
筆

　
　
　
　

外　

赤
白
菊　
　
　
　
　
　
　

同
筆

　
　

一
御
地
袋
御
小
襖　
　
　
　
　
　
　

寛

　
　
　
　

小
菊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

完
令
筆

　
　

一
東
御
入
口
御
襖
弐
本　

　
　
　
　

内　

鶏
ニ
菊　
　
　
　
　
　
　

紫
岡
宋
琳
筆

　
　
　
　

外　

海
棠
ニ
小
鳥　
　
　
　
　

同
筆

　　
　

す
な
わ
ち
、
左
記
の
額
一
面
と
襖
絵
三
組
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

1　

額　

花
山
院
右
大
臣
愛よ

し

徳の
り

筆

　

2　

岩
に
蘭
図
・
赤
白
菊
図
襖
絵　
　

四
本
八
面　
　

谷
文
晁
筆

　
　
　
　
「
岩
に
蘭
図
」
が
内
（
上
手
側
）、「
赤
白
菊
図
」
が
外
（
下
手
側
）

　

3　

小
菊
図
地
袋
小
襖
絵　
　
　
　
　
　
　
　

寛
令
筆

　

4　

�
鶏
に
菊
図
・
海
棠
に
小
鳥
図
襖
絵　
　

二
本
四
面　

東
入
口
襖　

紫
岡
宋
琳
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筆

　
　
　
　
「
鶏
に
菊
図
」
が
内
（
上
手
側
）、「
海
棠
に
小
鳥
図
」
が
外
（
下
手
側
）

　

額
の
筆
者
と
さ
れ
る
花
山
院
右
大
臣
愛
徳
（
一
七
五
五
～
一
八
二
九
）
は
、
中
山

家
に
生
ま
れ
花
山
院
家
の
養
子
と
な
っ
た
公
卿
で
、能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
六
月
一
日
右
大
臣
に
叙
せ
ら
れ
、
同
年
十
月
十
五
日
に
辞

任
し
た
。よ
っ
て
額
の
揮
毫
時
期
は
文
政
三
年
の
こ
の
五
か
月
半
の
間
に
絞
ら
れ
る
。

一
般
に
建
物
の
額
は
完
成
時
に
制
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
文
政
三
年
六
月
一
日
か

ら
十
月
十
五
日
ま
で
の
額
揮
毫
時
期
を
霜
傑
の
完
成
時
と
見
な
し
た
場
合
、
斉
朝
御

成
な
ど
の
記
録
と
と
く
に
矛
盾
し
な
い
。
よ
っ
て
霜
傑
の
完
成
は
文
政
三
年
の
秋
頃

と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
に
よ
れ
ば
、
関
東
南

画
の
大
家
で
あ
る
谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
一
）
に
よ
る
「
岩
に
蘭
図
・
赤
白

菊
図
襖
絵
」、
寛
令
な
る
画
人
に
よ
る
「
小
菊
図
地
袋
小
襖
」、
江
戸
の
南
蘋
派
の
祖

宋
紫
石
の
孫
で
後
に
尾
張
藩
御
絵
師
に
抜
擢
さ
れ
る
宋
紫
岡
（
号
宋
琳
・
一
七
八
一

～
一
八
五
〇 

）
に
よ
る
「
菊
鶏
に
図
・
海
棠
に
小
鳥
図
襖
」
が
霜
傑
に
は
ま
っ
て

い
た
。

　

文
政
三
年
の
時
点
で
、
谷
文
晁
は
全
国
的
に
高
名
で
あ
っ
た
が
、
紫
岡
宗
琳
は
後

述
す
る
よ
う
に
ま
だ
尾
張
藩
御
絵
師
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
紫
石
の
孫
と
は
言
え
名
の

あ
る
画
家
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
寛
令
と
は
、
当
時
も
今
も
お
そ
ら
く
は
無
名
に

近
い
。

　

し
か
る
に
、
現
存
す
る
名
古
屋
城
伝
来
の
障
壁
画
に
は
、
寛
令
の
落
款
を
有
す
る

二
件
の
作
品
が
あ
る
。

　

一
件
は
、
今
、「
竹
長
押
茶
屋
」
と
し
て
知
ら
れ
る
茶
屋
に
は
ま
っ
て
い
る
「
小

菊
図
地
袋
小
襖
絵（

（
（

」、
一
件
は
近
年
名
古
屋
城
に
寄
贈
さ
れ
た
「
四
季
草
花
図
襖
絵
」

で
あ
る
。

　

ま
ず
竹
長
押
茶
屋
に
つ
い
て
概
要
を
記
し
た
い
。

　
2
　
竹
長
押
茶
屋
の
概
要

　

竹
長
押
茶
屋
と
は
、
二
之
丸
御
庭
で
は
な
く
、
名
古
屋
城
北
西
の
下
御
深
井
御
庭

の
池
の
南
端
に
建
て
ら
れ
て
い
た
茶
屋
で
あ
る
、『
金
城
温
古
録
』
に
よ
れ
ば
鴨
居

や
長
押
に
大
竹
を
用
い
て
い
た
た
め
こ
の
名
が
あ
っ
た（

（
（

。

　

現
存
す
る
竹
長
押
茶
屋
は
、
明
治
五
年
に
愛
知
県
弥
富
町
の
現
在
地
に
移
築
さ
れ

た
建
物
で
、
明
治
九
年
、
十
年
、
十
三
年
、
二
十
四
年
と
明
治
天
皇
皇
后
の
行
幸
啓

を
仰
い
だ（

（
（

。
昭
和
十
一
年
明
治
天
皇
聖
蹟
と
さ
れ
、
弥
富
町
史
跡
指
定
を
経
て
、
弥

富
市
（
指
定
）
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
建
物
は
、
玉
座
之
間
、
次
之
間
、
八
畳
間
二
室
、
茶
之
間
、
板
敷
之
間
か

ら
な
る
六
室
構
成
で
あ
る
。
八
畳
間
の
内
の
一
室
は
、
移
築
前
後
の
時
期
の
増
築
部

と
考
え
ら
れ
、
改
築
以
前
の
造
営
と
見
な
さ
れ
る
部
屋
に
は
、
太
い
竹
を
用
い
た
長

押
が
渡
さ
れ
、
菊
花
を
か
た
ど
っ
た
釘
隠
が
竹
の
弧
に
沿
う
形
で
打
た
れ
て
い
る
。

　

障
壁
画
は（

（
（

、「
寛
令
作
」
の
墨
書
と
『
東
梧
斎
』
の
朱
文
方
印
を
有
す
る
「
小
菊

図
地
袋
小
襖
」
二
枚
（
口
絵
1
）
が
、次
之
間
袋
棚
に
は
ま
っ
て
い
る
（
表
2
参
照
）。

次
之
間
と
上
之
間
（
愛
知
県
発
行
『
愛
知
県
聖
蹟
誌
』
で
は
玉
座
之
間
）
と
の
境
に

は
、
上
框
上
部
に
「
文
晁
筆
」
と
陰
刻
さ
れ
る
「
岩
に
蘭
図
・
赤
白
菊
花
流
水
図
襖

絵
」
四
枚
八
面
（
口
絵
2
─
1
・
2
）
が
は
ま
り
、
玉
座
之
間
と
八
畳
間
と
の
境
に

は
、
同
じ
く
上
框
上
部
に
同
工
の
書
体
で
「
宋
琳
筆
」
と
彫
ら
れ
た
「
菊
花
鶏
図
・

海
棠
金
鶏
図
襖
絵
」
二
枚
四
面
（
口
絵
3
─
1
・
2
）
が
は
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
現
存
す
る
竹
長
押
茶
屋
の
襖
絵
の
う
ち
寛
令
落
款
の
小
襖
は
、「
御
間
向
幷
上
御

庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」に
記
載
さ
れ
た
障
壁
画
の
画
題
や
筆
者
と
一
致
し
、
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無
落
款
の
襖
絵
も
、
画
題
・
框
に
彫
ら
れ
た
伝
承
筆
者
・
枚
数
が
同
史
料
と
一
致
す

る
。

　

障
壁
画
の
画
題
や
絵
師
名
を
記
す
見
聞
録
の
類
は
、先
に
述
べ
た
と
お
り
松
鶴
図
、

桜
雉
子
図
な
ど
の
決
ま
り
き
っ
た
画
題
と
、
雪
舟
や
山
楽
な
ど
有
名
ど
こ
ろ
の
絵
師

を
根
拠
な
く
繰
り
返
す
事
例
が
多
い
。
し
か
る
に
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
の
記
録
は
い
わ
ば
個
性
的
で
あ
っ
て
、
現
存
す
る
竹
長
押
茶
屋
障
壁

画
と
の
一
致
は
、
ま
さ
に
竹
長
押
茶
屋
が
か
つ
て
の
霜
傑
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆

す
る
。

　

な
お
竹
長
押
茶
屋
に
は
こ
れ
ら
の
襖
絵
の
他
、
明
治
以
降
の
作
と
見
ら
れ
る
「
扇

面
流
図
襖
絵
」
と
、
無
落
款
の
「
白
菊
鶏
図
・
白
梅
山
鳥
図
杉
戸
絵
」
が
は
ま
っ
て

お
り
、
杉
戸
絵
は
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
の
記
載
か
ら

二
之
丸
御
殿
桜
之
間
北
入
側
張
出
境
の
杉
戸
絵
と
考
え
ら
れ
る
が
、
別
稿
に
譲
る（

（
（

。

　

襖
絵
の
引
手
は
、
寛
令
落
款
の
小
襖
が
、
椿
と
も
み
ら
れ
る
花
と
葉
を
七
宝
で
あ

ら
わ
す
花
文
で
、
そ
れ
以
外
の
襖
は
松
竹
を
手
掛
り
に
刻
し
周
囲
を
梅
花
形
で
か
た

ど
る
「
歳
寒
三
友
」
の
意
匠
で
あ
る
。
よ
っ
て
竹
長
押
茶
屋
に
今
は
ま
る
障
壁
画
は
、

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
花
鳥
を
描
き
、
墨
画
淡
彩
か
ら
金
地
極
彩
色
ま
で
を
揃
え
、
引
手

に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
、
多
彩
か
つ
華
美
な
障
壁
画
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
北
御
深
井
御
庭
に
あ
っ
た
竹
長
押
茶
屋
は
、
名
古
屋
市
蓬

左
文
庫
蔵
「
竹
長
押
茶
屋
図
面
」（
表
題
は
『
中
野
御
茶
屋
絵
図
』・
図
1
）
な
ど
の

図
面
に
よ
れ
ば
簡
素
な
小
建
造
物
で
、杉
戸
絵
や
襖
絵
の
存
在
は
知
ら
れ
な
い
。『
金

城
温
古
録
』
に
は
竹
長
押
茶
屋
は
藩
主
在
府
時
は
役
所
と
し
て
用
い
た
と
記
さ
れ
て

お
り
、
実
務
的
な
建
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
現
状
の
竹
長
押
茶
屋
の
構

成
が
図
面
と
一
致
し
な
い
こ
と
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。

　

一
方
、
今
の
竹
長
押
茶
屋
の
平
面
構
成
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
御
城
御
庭

絵
図
」（
図
2
）
や
徳
川
美

術
館
蔵
「
尾
江
茶
席
略
図
」

に
描
か
れ
る
霜
傑
（
松
濤
）

に
き
わ
め
て
近
い
。
す
な
わ

ち
、
霜
傑
南
側
を
改
造
し
庭

部
分
を
畳
敷
き
と
し
、
半
時

計
周
り
に
九
〇
度
回
転
さ

せ
、
手
洗
所
の
位
置
を
変
え

れ
ば
、
霜
傑
は
今
の
竹
長
押

茶
屋
と
な
る
（
図
3
・
4
参

照
）。

　

ま
た
現
存
す
る
竹
長
押
茶

屋
障
壁
画
は
、
霜
傑
の
図
面

に
矛
盾
な
く
収
ま
る
。
現
竹

長
押
茶
屋
の
玉
座
之
間
は
、

霜
傑
の
北
西
角
の
主
室
で
あ

り
、
南
側
の
次
之
間
と
の
境

に
は
伝
文
晁
筆
の
「
岩
に
蘭

図
」
四
面
が
一
間
半
の
間
に

は
ま
っ
て
い
た
。「
岩
に
蘭

図
」
の
裏
、
す
な
わ
ち
次
之

間
側
が「
赤
白
菊
花
流
水
図
」

で
あ
る
。
次
之
間
の
南
に
は

袋
棚
が
設
え
ら
れ
、
寛
令
に

図 1　�「竹長押茶屋図面」�
名古屋市蓬左文庫蔵

図 2　�「御城御庭絵図」　部分（霜傑）　�
名古屋市蓬左文庫蔵
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よ
る
「
小
菊
図
」
が
は
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
玉
座
之
間
か
ら
東
側
に
抜
け
る
出
入
り

口
に
は
、
伝
紫
岡
筆
の
「
菊
花
鶏
図
」
二
面
が
は
ま
り
、
そ
の
裏
が
伝
紫
岡
筆
「
海

棠
金
鶏
図
」
で
あ
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
、
明
治
初
年
の
払
い
出
し
の
後
、
霜
傑
は
弥
富
の
現
地
に
移
さ
れ
た
が
、

こ
の
前
後
に
何
ら
か
の
混
乱
が
生
じ
、
霜
傑
の
長
押
が
竹
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
竹

長
押
茶
屋
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
霜
傑
に
竹
の
長
押
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
記
録
が

現
時
点
で
は
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

麓
和
善
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
竹
製
の
長
押
は
き
わ
め
て
珍
し
く
、
一
つ
の
城

郭
の
中
に
竹
の
長
押
を
有
す
る
茶
屋
が
二
棟
あ
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
と
い
う
。

　

現
状
の
竹
長
押
や
菊
文
引

手
が
霜
傑
の
当
初
の
も
の
か

ど
う
か
を
含
め
、
移
築
の
経

緯
や
改
築
の
詳
細
に
つ
い
て

は
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
。
よ
っ
て

本
稿
は
障
壁
画
に
論
点
を
絞

り
、
現
竹
長
押
茶
屋
障
壁
画

が
霜
傑
障
壁
画
で
あ
っ
た
と

す
る
立
場
か
ら
、
次
に
、
障

壁
画
か
ら
見
た
そ
の
特
徴
を

考
察
し
た
い
。

　

3
　
小
栗
寛
令
と
江
戸
城
障
壁
画

　

ま
ず
、
寛
令
落
款
の
小
襖
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
も
そ
も
寛
令
と
い
う
無
名
に

近
い
画
家
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
画
家
で
あ
っ
た
か
。

　

寛
令
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
唯
一
の
文
献
は
、
朝
岡
興
禎
編
「
古
画
備
考（

（1
（

」
で
あ

る
。

　

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
い
わ
ゆ
る
原
本
「
古
画
備
考
」（
以
下
原
本

表
記
は
省
略
）
巻
四
三
「
狩
野
門
人
譜
四
」
は
、「
融
川
寛
信
門
人
」
と
し
て
下
記

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　

小
栗
與
九
郎
寛
令　

一
橋
近
習
番
格　

天
保
中
歿

　

太
田
謹
編
『
増
訂 

古
画
備
考
』（
活
字
本
）
で
は
、左
記
の
よ
う
に
補
記
が
あ
る
。

　
　
（　

）
は
筆
者
が
補
い
改
行
も
改
め
た
。

　
　

小�

栗
與
九
郎
寛
令　

一
橋
近
習
番
格　

天
保
年
中
歿

─（
補
）
小
栗
梁
錦

─

令

誉　

令
裕　

現
在　
　
（
補
）
寛
令
作　
『
東
梧
斎
』【
方
印
】　

蹴
鞠
図
紙
淡

図 3　�竹長押茶屋俯瞰図　『愛知県聖蹟誌』（愛知県発行）
より転載

図 4　�竹長押茶屋平面図　『愛知県史　別
編 文化財 2　絵画』より転載
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す
な
わ
ち
寛
令
は
、
小
栗
與
九
郎
と
い
う
一
橋
徳
川
家
の
近
習
で
、
狩
野
融
川
寛

信
の
門
人
と
な
っ
て
寛
令
・
東
梧
斎
と
号
し
、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
に

没
し
た
。『
増
訂
古
画
備
考
』
の
補
記
か
ら
孫
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
る
程
度

の
長
命
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
令
の
師
と
さ
れ
る
狩
野
融
川
寛
信
（
一
七
七
八
～
一
八
一
五
）
は
、
浜
町
狩
野

四
代
閑
川
昆
信
の
子
で
、
友
川
、
の
ち
青
梧
斎
と
号
し
た
。
浜
町
狩
野
五
代
と
し
て

幕
府
奥
絵
師
と
な
っ
た
が
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）、
自
作
が
中
傷
さ
れ
た
と

し
て
下
城
の
途
中
で
割
腹
自
殺
し
、「
腹
切
融
川
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、「
古
画
備
考
」
巻
四
十
五
「
宮
殿
筆
者
」
に
収
録
さ
れ
る
「
新
営
大
城

画
障
筆
者
人
名
」
の
中
に
、
寛
令
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
新
営
大
城
画

障
筆
者
人
名
」
と
は
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
五
月
に
全
焼
し
翌
弘
化
二
年
二

月
に
再
建
さ
れ
た
弘
化
度
本
丸
御
殿
障
壁
画
と
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
焼
失

し
同
年
再
建
さ
れ
た
嘉
永
度
西
丸
御
殿
障
壁
画
の
画
題
と
筆
者
と
を
列
挙
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
の
写
本
が
、
重
要
文
化
財
「
江
戸
城
造
営
関
係
資
料

（
甲
良
家
伝
来
）」
の
中
に
あ
る
が
（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
・
六
一
五
七
─
〇
二

「
新
営
大
城
画
障
筆
者
人
名
」
一
冊
）、
甲
良
家
伝
来
本
は
、
体
裁
か
ら
近
代
の
写
し

と
考
え
ら
れ
、「
古
画
備
考
」
の
写
し
の
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
「
古
画
備
考
」

を
も
と
に
論
を
進
め
る
。

　

寛
令
は
、「
古
画
備
考
」
所
収
「
新
営
大
城
画
障
筆
者
人
名
」
の
内
、
弘
化
度
本

丸
御
殿
障
壁
画
の
項
に
、
二
か
所
に
わ
た
り
登
場
す
る
。

　
　

御
杉
戸
之
部
（
中
略
）

一　

�

御
新
座
敷
入
口
御
杉
戸
一
間　

鯉
瀧
昇　

波
ニ
兎　

一
橋
近
習
番　

小
栗
與
九　
　

郎
（
中
略
）

　
　

同　

大
奥　

 

（
中
略
）

　
　
　
　

壱
御
殿
（
中
略
）

一　

�

御
同
所
御
杉
戸　

一
間　

井
手
玉
川　

藤
棚
ニ
燕　

一
橋
近
習
番　

小
栗
與
九

郎

　

す
な
わ
ち
小
栗
與
九
郎
寛
令
は
、
弘
化
度
本
丸
御
殿
の
新
座
敷
と
大
奥
一
之
御
殿

の
杉
戸
絵
を
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
寛
令
に
与
え
ら
れ
た
名
誉
き
わ
ま
り
な
い
こ
の
画
歴
は
、「
古
画
備
考
」

に
よ
っ
て
し
か
知
ら
れ
な
い
。
現
在
の
絵
画
史
研
究
に
お
い
て
江
戸
後
期
の
江
戸
城

障
壁
画
に
関
す
る
基
本
的
資
料
と
さ
れ
る
の
は
、
伝
聞
の
多
い
「
古
画
備
考
」
で
は

な
く
、当
時
の
幕
府
奥
絵
師
筆
頭
で
あ
っ
た
狩
野
晴
川
院
の
日
記
類
（
い
わ
ゆ
る
「
公

用
日
記
」）と
伺
い
下
絵
で
あ
る（

（1
（

。と
く
に
弘
化
度
本
丸
御
殿
障
壁
画
制
作
の
経
緯
は
、

国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
狩
野
家
記
録
」
第
三
冊
「
御
本
丸
御
普
請
御
用
別
記
」
に
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、
晴
川
院
が
先
例
と
絵
師
の
格
に
応
じ
て
担
当
絵
師
と
画
題
の
素

案
を
作
り
、
幕
府
側
に
提
出
し
て
裁
可
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
画
題
は

将
軍
家
慶
の
「
御
好
み
」
に
よ
り
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
た
が
、
絵
師
の
変
更
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
晴
川
院
の
人
事
案
が
ほ
ぼ
通
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
御
本
丸
御
普
請

御
用
別
記
」
が
記
す
複
数
の
絵
師
一
覧
の
ど
こ
に
も
、
寛
令
の
名
は
な
い
。

　

そ
の
理
由
は
、「
御
本
丸
御
普
請
御
用
別
記
」
そ
の
も
の
か
ら
知
る
事
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
弘
化
二
年
七
月
二
十
六
日
、
晴
川
院
は
杉
戸
筆
者
案
を
書
き
込
ん
だ
本

丸
御
殿
の
図
面
を
提
出
し
た
が
、「
奥
向
之
人
〃
江
も
被　

仰
付
哉
ニ
付
十
口
程
相

残
し
其
外
不
残
見
込
付
ケ
持
参
」
し
た
。「
奥
向
き
の
人
々
」
に
も
御
下
命
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
晴
川
院
は
約
十
組
の
杉
戸
絵
の
筆
者
を
決
め
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
奥
向
き
の
人
々
」
の
一
人
が
、
寛
令
で
あ
る
。
そ
し
て
寛
令
以
外
の
「
奥

向
き
の
人
々
」
の
名
も
「
古
画
備
考
」
に
は
記
さ
れ
て
お
り
、
西
丸
御
小
姓
の
大
久
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保
和
泉
守
（
伊
勢
守
忠
寛
か
）
や
御
小
納
戸
役
人
の
貴
志
孫
大
夫
（
一
八
〇
〇
～

六
七
）、同
松
波
範
左
衛
門
（
晴
川
院
門
人
）、一
橋
家
絵
師
の
相
澤
石
湖
（
一
八
〇
八

～
四
七
）、
清
水
家
家
老
岡
村
丹
後
守
直
恒
（
一
七
七
九
～
？
）、
田
安
家
奥
詰
遠
坂

庄
司
（
一
七
八
三
～
一
八
五
二
・
画
号
文
雍
）、
奥
坊
主
良
久
（
不
詳
）、
田
安
家
戸

川
才
次
郎
（
不
詳
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
は
、
寛
令
と
同
じ
く
新
座
敷
や
大
奥

一
之
御
殿
の
杉
戸
絵
が
担
当
画
面
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。

　

彼
ら
は
一
橋
家
絵
師
以
外
画
号
で
は
な
く
本
名
や
官
命
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
幕

府
直
参
か
御
三
卿
の
家
中
で
あ
っ
て
絵
は
生
業
で
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
絵
心

あ
る
者
と
し
て
家
斉
・
家
慶
に
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
所
縁
か
ら
本
丸
御
殿
に
描
く

と
い
う
誉
れ
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
晴
川
院
か
ら
見
れ
ば
彼
ら
は
子
飼
い
の

門
人
で
は
な
く
言
わ
ば
客
分
で
あ
り
、
彼
ら
の
担
当
画
面
に
関
す
る
伺
い
下
絵
提
出

に
も
晴
川
院
は
与
ら
な
か
っ
た
。
晴
川
院
の
日
記
は
再
建
江
戸
城
障
壁
画
の
全
て
を

記
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
狩
野
家
当
主
と
し
て
子
弟
門
人
の
画
事
を
記
録

す
る
も
の
で
あ
る
。
寛
令
ら
職
業
画
家
で
な
い
人
、
す
な
わ
ち
素
人
は
た
と
え
狩
野

の
画
法
を
学
ん
で
い
て
も
記
載
さ
れ
ず
、
わ
ず
か
に
「
古
画
備
考
」
に
よ
っ
て
そ
の

関
与
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
御
本
丸
御
普
請
御
用
別
記
」
は
、
晴
川
院
が
提
出
し
た
杉
戸
絵
の
画
題
案
の
一

部
が
「
上
」
か
ら
の
指
示
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
変
更
後
の
画

題
は
「
古
画
備
考
」
に
記
さ
れ
た
画
題
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
「
古
画
備
考
」
が
記

す
寛
令
筆
杉
戸
絵
も
、
実
際
に
描
か
れ
弘
化
度
本
丸
御
殿
に
は
め
込
ま
れ
た
と
見
て

よ
い
。
ま
た
「
古
画
備
考
」
は
、
寛
令
の
死
を
天
保
年
中
と
補
記
し
て
い
る
。
よ
っ

て
弘
化
度
本
丸
御
殿
新
座
敷
入
口
の
「
鯉
瀧
登
図
・
波
に
兎
図
杉
戸
絵
」
と
、
大
奥

一
之
御
殿
の
「
井
手
玉
川
図
・
藤
棚
に
燕
図
」
は
、
最
晩
年
の
寛
令
の
作
品
で
あ
っ

た
の
だ
。
な
お
、
こ
の
本
丸
御
殿
も
わ
ず
か
十
年
後
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
再

び
回
禄
の
災
に
あ
い
、
現
存
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
寛
令
は
、
大
御
所
家
斉
時
代
か
ら
の
将
軍
家
お
気
に
入
り
の
一
橋
家

家
中
で
あ
り
、
お
手
盛
り
と
も
い
う
べ
き
人
選
に
よ
り
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
杉
戸
絵

を
描
い
て
い
た
。
こ
の
人
選
は
、
名
古
屋
城
下
の
御
殿
空
間
の
策
定
に
も
大
き
な
意

味
を
持
つ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
寛
令
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
進
め

た
い
。

　

寛
令
は
、
一
橋
家
近
習
で
あ
り
つ
つ
狩
野
寛
信
の
門
人
を
兼
ね
、
巧
み
に
両
方
の

責
務
を
果
た
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
傍
証
が
、
寛
信
が
残
し
た
摸
本
で
あ
る
。

　
4
　
寛
令
と
狩
野
家
摸
本

　

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
が
所
蔵
す
る
膨
大
な
狩
野
家
摸
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
に
、
文
化
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
～
三
〇
）
の
年
紀
を
有
す
る
寛
令
の
作
品
が
複

数
存
在
す
る
（
図
5
参
照
）。
鳥
類
や
草
花
の
写
生
図
や
古
絵
巻
・
中
国
画
の
摸
本

で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
和
漢
古
画
着
色
剥
落
写
」
一
巻
（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術

館
蔵
東
洋
画
模
3
7
8
3
）
に
は
、
文
政
十
年
丁
亥
季
春　

神
門
御
蔵　

東
梧
斎

寛
令
摸　

珎
翫
之
」
の
落
款
の
あ
る
寛
令
摸
本
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
（
図
6
）。

他
の
狩
野
派
画
人
と
合
同
で
模
写
し
た
絵
巻
摸
本
も
複
数
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
記
さ
れ
た
寛
令
の
落
款
か
ら
、
寛
令
が
文
化
・
文
政
の
長
期
に
わ
た
り

継
続
的
に
狩
野
寛
信
門
人
と
し
て
古
画
の
摸
本
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
、
は
じ
め
凍

竹
斎
、の
ち
東
梧
斎
の
号
を
用
い
た
こ
と
、「
神
田
橋
様
」
や
「
神
門
様
」、「
一
橋
様
」

所
蔵
の
古
画
を
写
し
そ
の
摸
本
を
浜
町
狩
野
家
に
納
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

凍
竹
斎
か
ら
東
梧
斎
へ
の
改
号
の
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
凍
竹
斎
号
は
文
化

二
年
（
一
八
〇
五
）
が
初
見
で
、
東
梧
斎
号
の
初
見
は
文
化
九
年
で
あ
る
。
東
梧
斎
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号
は
師
寛
信
の
号
青
梧
斎
の
一
字
を
拝
領
し
た
も
の
で
、
あ
る
程
度
の
修
業
期
間
を

経
て
の
拝
領
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
改
号
は
文
化
九
年
頃
と
見
て
よ
い
。

　

落
款
に
記
さ
れ
た
「
神
田
橋
様
」
と
は
一
般
に
幕
府
老
中
田
沼
意
次
（
一
七
一
九

～
八
八
）
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
、
一
橋
徳
川
家
第
二
代
当
主
で
第
十
一
代
将
軍
家

斉
の
実
父
と
し
て
隠
居
後
も
権
勢
を
恣
に
し
た
徳
川
治
済
（
文
政
十
年
・
一
八
二
七

歿
）、
あ
る
い
は
治
済
早
世
後
第
四
代
当
主
と
な
っ
た
斉
礼
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
寛
令
の
苗
字
の
小
栗
と
は
、
小
栗
判
官
で
知
ら
れ
る
と
お
り
一
橋
徳
川

家
の
拠
点
で
あ
る
常
陸
国
小
栗
村
（
現
茨
城
県
真
壁
郡
）
近
辺
に
多
い
苗
字
で
あ
り
、

寛
令
は
生
家
の
地
縁
に
よ
り
一
橋
家
に
仕
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
摸
本
制

作
に
勤
し
み
つ
つ
も
狩
野
の
苗
字
は
得
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
最
後
ま
で
一
橋
家
近

習
の
身
分
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
摸
本
は
狩
野
家
の
基
本
財
産
で
あ
っ

た
か
ら
、
一
橋
徳
川
家
所
蔵
の
古
画
を
借
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
寛
令
は
、
浜
町
狩

野
家
に
と
っ
て
貴
重
な
門
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　　

以
上
の
考
察
か
ら
、
寛
令
は
、
江
戸
城
下
の
神
田
の
一
橋
徳
川
家
と
浜
町
の
狩
野

寛
信
家
に
通
い
、
作
画
を
楽
し
む
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
寛
令

の
落
款
を
有
す
る
名
古
屋
城
下
の
障
壁
画
が
、
現
竹
長
押
茶
屋
、
実
は
霜
傑
の
障
壁

画
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
名
古
屋
城
霜
傑
に
話
を
戻
そ
う
。

　
5
　「
小
菊
図
地
袋
小
襖
」
と
寛
令

　

江
戸
在
住
の
寛
令
が
、な
ぜ
名
古
屋
城
の
霜
傑
に
揮
毫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

　

寛
令
と
名
古
屋
城
と
の
接
点
は
、私
見
で
は
一
点
を
除
い
て
は
な
い
。
一
点
と
は
、

尾
張
藩
第
十
代
藩
主
と
な
っ
た
斉
朝
（
一
七
九
三
～
一
八
五
〇
）
で
あ
る
。

　

斉
朝
は
、
一
橋
徳
川
家
の
嫡
子
治
国
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）、
尾
張
藩
第
九
代
藩
主
宗
睦
の
養
子
と
な
り
、
翌
寛
政
十
一
年
、
義
父

宗
睦
の
死
去
に
と
も
な
い
七
歳
で
第
十
代
藩
主
と
な
っ
た
。
実
父
治
国
の
兄
が
第

十
一
代
将
軍
家
斉
で
あ
り
、
斉
朝
の
叔
父
に
あ
た
る
。
寛
令
を
本
丸
御
殿
杉
戸
絵
筆

者
に
抜
擢
し
た
第
十
二
代
将
軍
家
慶
、
そ
の
祖
父
で
家
蔵
の
古
画
の
模
写
を
許
し
た

一
橋
徳
川
家
第
二
代
当
主
治
済
、
そ
し
て
尾
張
藩
十
代
藩
主
斉
朝
は
、
濃
い
血
縁
関

図 5　�「東洋画模本 1949 狩野家粉本　
梨子花ニ鶏」東京藝術大学大学美
術館蔵

図 6　�「東洋画模本 3783
和漢古画着色剥落
写」部分　東京藝術
大学大学美術館蔵
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係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

斉
朝
は
、
藩
主
と
な
っ
て
か
ら
も
市
谷
の
尾
張
藩
江
戸
上
屋
敷
に
長
く
住
ん
で
い

た
が
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
四
月
の
初
入
国
の
前
後
か
ら
は
、
名
古
屋
城
二
之

丸
御
殿
の
改
造
に
取
り
組
ん
だ
。
二
之
丸
改
造
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
家
督

を
従
弟
の
斉
温
（
家
斉
十
九
男
）
に
譲
り
三
十
五
歳
で
隠
居
す
る
ま
で
続
い
た
と
考

え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

こ
の
文
化
八
年
か
ら
文
政
十
年
に
か
け
て
の
二
之
丸
大
改
造
期
も
、
繰
り
返
す
が

寛
令
は
江
戸
に
お
り
、
画
家
と
し
て
は
無
名
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
寛
令
の
二
之
丸
御

庭
霜
傑
障
壁
画
へ
の
起
用
は
、
一
橋
家
と
い
う
関
係
性
以
外
に
は
見
出
し
が
た
い
。

　

さ
ら
に
霜
傑
に
お
い
て
寛
令
が
担
当
し
た
の
は
、
次
之
間
の
「
御
地
袋
御
小
襖
」

で
あ
る
。

　
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
が
、
名
古
屋
城
二
之
丸
各
建

造
物
障
壁
画
と
し
て
筆
頭
に
記
す
の
は
、常
に
上
段
之
間
違
棚
の
天
袋
襖
絵
で
あ
る
。

た
と
え
ば
中
御
座
之
間
の
障
壁
画
と
し
て
最
初
に
記
さ
れ
る
の
は
「
御
上
段
御
袋
棚

御
小
襖
」
で
、
当
時
の
幕
府
御
絵
師
筆
頭
狩
野
伊
川
院
が
「
花
」
を
描
い
た
。
一
方

紫
岡
宋
琳
、
張
月
樵
、
松
野
梅
山
ら
尾
張
藩
御
絵
師
あ
る
い
は
尾
張
の
町
絵
師
は
、

杉
戸
絵
を
担
当
し
た
。
ま
た
桜
之
間
上
段
の
袋
棚
小
襖
は
同
じ
く
伊
川
院
が
描
き
、

杉
戸
絵
は
や
は
り
尾
張
藩
御
絵
師
や
尾
張
の
町
絵
師
に
任
命
さ
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
違
棚
の
天
袋
や
袋
棚
の
襖
絵
は
、
小
画
面
な
が
ら
、
当
該
建
物
を
担

当
す
る
筆
頭
画
人
が
描
く
べ
き
名
誉
な
場
所
で
あ
っ
た
。
慶
長
期
の
名
古
屋
城
本
丸

御
殿
に
お
い
て
も
、
玄
関
一
之
間
の
違
棚
天
袋
の
「
花
卉
図
襖
絵
」
は
、
実
に
優
美

な
筆
力
を
示
し
て
お
り
、
玄
関
一
之
間
の
「
竹
林
豹
虎
図
襖
絵
」
と
同
じ
絵
師
に
よ

る
基
準
的
資
料
と
見
ら
れ
る
。
御
殿
建
築
以
外
の
書
院
に
お
い
て
も
、
天
袋
の
み
に

絵
師
の
落
款
が
入
る
事
例
が
散
見
で
き
る
。
天
袋
襖
絵
は
、
あ
ま
り
に
も
小
さ
な
画

面
で
現
存
遺
品
も
少
な
い
と
こ
ろ
か
ら
研
究
史
上
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る

が
、
書
院
の
棚
と
は
い
わ
ゆ
る
書
院
飾
り
の
要
で
あ
り
、
絵
師
・
錺
師
・
塗
師
は
じ

め
各
種
工
人
の
技
量
を
集
約
す
る
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
統
は
、
江
戸
後
期
の
名
古

屋
城
二
之
丸
御
殿
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

霜
傑
に
は
天
袋
は
な
く
寛
令
が
担
当
し
た
の
は
地
袋
で
あ
る
が
、
他
の
襖
絵
に
比

べ
格
上
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。寛
令
は
斉
朝
お
気
に
入
り
の
画
家
で
あ
り
、

よ
っ
て
地
袋
筆
者
に
抜
擢
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。そ
し
て
寛
令
は
、「
寛
令
作
」・「
東

梧
斎
」
印
と
い
う
落
款
を
画
面
表
に
施
し
た
。
限
竹
長
押
茶
屋
障
壁
画
中
唯
一
の
落

款
の
あ
る
障
壁
画
で
あ
り
、
本
小
襖
の
重
要
度
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　

さ
ら
に
「
東
梧
斎
」
印
の
使
用
か
ら
、
本
小
襖
は
、
寛
令
が
東
梧
斎
に
改
号
し
た

後
、
す
な
わ
ち
文
化
九
年
頃
以
降
の
作
と
考
え
ら
れ
、
額
の
揮
毫
時
期
か
ら
文
政
三

年
と
考
え
ら
れ
る
霜
傑
の
造
営
年
代
と
矛
盾
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寛
令
の
伝
歴
か
ら
、
霜
傑
障
壁
画
へ
の
寛
令
の
起
用
は
他
の
記
録

類
と
な
ん
ら
矛
盾
が
な
く
、
一
橋
家
出
身
で
あ
る
藩
主
斉
朝
の
意
思
が
関
わ
っ
て
い

た
と
推
定
で
き
る
。

　

寛
令
へ
の
斉
朝
の
偏
愛
を
示
す
も
う
一
つ
の
作
例
が
、
先
に
触
れ
た
、
寛
令
落
款

を
有
す
る
も
う
一
件
の
障
壁
画
で
あ
る
。

　
6
　
寛
令
と
多
春
園

　

寛
令
落
款
を
有
す
る
も
う
一
件
は
、
近
年
ま
で
名
古
屋
市
内
の
個
人
の
方
が
所
有

さ
れ
令
和
六
年
御
厚
志
に
よ
り
名
古
屋
城
に
寄
贈
さ
れ
た
襖
八
枚
十
六
面
で
あ
る
。

片
面
に
は
桜
が
描
か
れ
、
そ
の
裏
面
に
四
季
草
花
が
描
か
れ
て
い
る
。「
桜
図
」
は

落
款
が
な
い
が
、「
四
季
草
花
図
」
に
は
八
面
の
内
の
一
面
に
「
寛
令
筆
」
の
墨
書

と
「
東
梧
斎
」
の
朱
文
方
印
が
あ
る
。
そ
し
て
八
枚
の
襖
絵
の
う
ち
四
枚
の
上
框
に



14

梅
山
、
四
本
に
寛
令
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

桜
、
草
花
、
梅
山
、
寛
令
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
先
の
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御

茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
を
読
み
進
め
る
と
、二
之
丸
御
庭
の
茶
屋
で
あ
っ
た
「
多

春
園
」
の
障
壁
画
に
つ
い
て
、
左
記
の
記
載
が
見
い
だ
せ
る
。

　

多
春
園　

御
唐
紙　

両
面
六
本　

御
張
付　

御
杉
戸
両
面
弐
本　

桜　

梅
山
筆

　

多
春
園
御
二
階　

四
本
立
御
唐
紙　

内
外　
　

四
季
草
花　

東
梧
斎
寛
令

　
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
の
画
題
と
絵
師
名
は
ま
さ
に

現
存
す
る
襖
絵
に
一
致
す
る
。
な
お
記
録
で
は
一
階
の
襖
六
枚
の
両
面
に
桜
図
、
二

階
の
襖
四
枚
の
両
面
に
四
季
草
花
図
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
桜
図
の
う
ち
二
枚
は
失

わ
れ
、
ま
た
先
に
記
し
た
通
り
桜
図
と
四
季
草
花
図
が
表
裏
に
な
る
よ
う
に
改
装
さ

れ
て
い
る
。

　

寛
令
及
び
多
春
園
襖
絵
に
つ
い
て
は
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く（

（1
（

、
詳
細
は
別
稿
に

譲
り
た
い
。
た
だ
多
春
園
二
階
部
分
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
寛
令
筆
「
四
季
草
花

図
襖
絵
」
は
、
寛
令
の
落
款
書
体
の
編
年
、
公
家
に
よ
る
額
の
揮
毫
時
期
、
他
画
家

の
活
躍
時
期
、
斉
朝
の
隠
居
時
期
な
ど
の
検
討
に
よ
り
、
文
政
七
年
か
ら
十
年
の
間

に
描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
ま
た
、
寛
令
は
、
名
古
屋
城
二

之
丸
御
殿
の
み
な
ら
ず
、
本
丸
御
殿
や
熱
田
浜
御
殿
、
相
応
寺
や
建
中
寺
を
含
め
千

枚
以
上
現
存
す
る
名
古
屋
城
関
係
障
壁
画
を
描
い
た
幾
多
の
絵
師
の
中
で
、
自
身
の

名
を
画
中
に
記
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
た
だ
一
人
の
存
在
で
あ
る
。
寛
永
度
本
丸
御
殿

上
洛
障
壁
画
制
作
を
率
い
た
狩
野
探
幽
で
す
ら
落
款
は
ど
こ
に
も
残
し
て
い
な
い
の

で
あ
り
、
こ
の
事
実
の
意
味
は
重
い
が
、
寛
令
の
現
存
作
品
を
含
め
た
考
察
は
後
考

に
ゆ
ず
る
と
し（

（1
（

、
霜
傑
（
現
竹
長
押
茶
屋
）
の
他
の
障
壁
画
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　
7
　「
菊
花
鶏
図
・
海
棠
金
鶏
図
襖
絵
」
と
紫
岡
宋
琳

　

現
竹
長
押
茶
屋
障
壁
画
に
お
い
て
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
が
、「
菊
花
鶏
図
・
海
棠

金
鶏
図
襖
絵
」
一
組
二
枚
四
面
で
あ
る
。
落
款
は
な
い
が
、
上
框
に
「
宋
琳
筆
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
の
霜
傑
の
項

に
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
先
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

一
東
御
入
口
御
襖
弐
本

　
　
　
　

内　

鶏
ニ
菊　
　
　

紫
岡
宋
琳
筆

　
　
　
　

外　

海
棠
ニ
小
鳥　

同
筆
」

　

す
な
わ
ち
、「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
の
記
述
と
当
該

襖
絵
の
画
題
な
ら
び
に
框
に
刻
さ
れ
た
伝
承
筆
者
は
一
致
し
て
お
り
、
襖
絵
の
寸
法

も
江
戸
期
の
霜
傑
の
図
面
類
と
矛
盾
し
な
い
。

　

宋
琳
と
は
、
宋
紫
岡
（
一
七
八
一
～
一
八
五
〇
）
の
別
号
で
あ
る（

（1
（

。
紫
岡
は
、
楠

本
雪
渓
（
三
代
）
を
称
し
た
江
戸
在
住
の
画
家
で
、
中
国
清
代
の
画
家
沈
南
蘋
の
画

風
を
日
本
に
定
着
さ
せ
た
初
代
楠
本
雪
溪
（
画
号
宋
紫
石
、
一
七
一
五
～
八
六
、
来

舶
の
清
人
画
家
宋
紫
岩
に
南
蘋
画
を
学
ぶ
）
の
孫
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
江
戸
中
期

の
日
本
画
談
を
席
巻
し
た
江
戸
南
蘋
派
の
直
系
画
人
で
あ
り
、
そ
の
紫
岡
宋
琳
が
、

尾
張
藩
二
之
丸
御
庭
の
茶
屋
の
筆
者
と
し
て
、
記
録
と
襖
框
に
名
を
残
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

紫
岡
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
藩
士
名
寄
」
に
よ
れ
ば
、
文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）、
出
入
り
町
絵
師
と
し
て
尾
張
藩
か
ら
扶
持
三
人
分
を
与
え
ら
れ
、
天

保
四
年
（
一
八
三
三
）
御
絵
師
見
習
と
な
り
、
同
七
年
七
月
に
御
絵
師
と
な
っ
た（

（1
（

。

た
だ
し
紫
岡
は
江
戸
市
谷
に
住
み
続
け
、
名
古
屋
城
下
で
の
知
名
度
は
皆
無
に
等
し

い
。
名
古
屋
城
下
の
画
壇
に
関
す
る
基
本
的
文
献
で
あ
る
『
古
今
中
京
画
談
』
に
も

紫
岡
は
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、現
竹
長
押
茶
屋
に
あ
る
「
菊
花
鶏
図
・
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海
棠
金
鶏
図
襖
絵
」
は
落
款
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
框
に
「
宋
琳
」
と
刻
し
、「
御

間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
も
宋
琳
の
名
を
記
し
、
し
か
も
同
じ

画
題
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
一
致
か
ら
、先
に
述
べ
た
寛
令
の
戸
袋
襖
絵
と
同
じ
く
、

現
竹
長
押
茶
屋
の
伝
紫
岡
筆
襖
絵
は
、
霜
傑
の
襖
絵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
框

の
刻
銘
は
、
尾
張
藩
に
存
在
し
た
何
ら
か
の
記
録
に
よ
り
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

そ
の
記
録
が
何
か
は
知
ら
れ
な
い
が
、
框
銘
と
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
の
記
す
紫
岡
は
、
当
該
襖
絵
の
画
風
そ
の
も
の
か
ら
、
そ
の
筆
者
と

し
て
認
め
て
よ
い
。

　

紫
岡
の
遺
品
は
少
な
い
が
、名
古
屋
市
博
物
館
蔵「
立
葵
に
鶏
図
」（
図
7
）と「
楽
々

園
四
季
真
景
図
巻
」 

、
徳
川
美
術
館
蔵
「
百
鳥
図
巻
」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
南
蘋
派
を
基
調
と
し
つ
つ
写
実
性
と
装
飾
性
を
加
味
し
た
画
風
で
あ
り
、
こ

の
特
色
は
ま
さ
に
「
菊
花
鶏
図
・
海
棠
金
鶏
図
襖
絵
」
の
画
風
と
一
致
す
る
。
具
体

的
に
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
「
立
葵
に
鶏
図
」
の
地
に
食
い
込
む
よ
う
な
鶏
の
爪

は
、
現
竹
長
押
茶
屋
の
「
菊
花
鶏
図
・
海
棠
金
鶏
図
襖
絵
」
の
鶏
に
共
通
す
る
（
た

だ
し
鶏
の
種
が
異
な
る
た
め
尾
羽
の
形
は
異
な
る
）」。
草
花
の
繊
細
な
描
き
方
や
白

を
基
調
と
す
る
色
彩
感
覚
も
似
通
う
。

　
「
菊
花
鶏
図
・
海
棠
金
鶏
図
襖
絵
」
を
紫
岡
筆
と
見
な
し
た
場
合
、
問
題
は
、
文

政
三
年
（
一
八
二
〇
）
と
推
定
さ
れ
る
霜
傑
の
造
営
時
、
紫
岡
は
い
ま
だ
尾
張
藩
か

ら
扶
持
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
紫
岡
は
、
文
政

十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
時
点
で
「
出
入
り
町
絵
師
」
で
あ
り
、
正
規
の
御
絵
師
に

な
っ
た
の
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
小
栗
寛
令
は
一
橋
徳
川
家
近
習
で
あ
る
ゆ

え
尾
張
徳
川
家
に
御
絵
師
と
し
て
抱
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
く
、
そ
れ
で
も
霜
傑
の
障

壁
画
を
描
い
て
い
た
。
ま
た
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
は
、

霜
傑
以
外
の
様
々
な
建
物
の
障
壁
画
を
、
松
野
梅
山
や
山
本
梅
逸
、
渡
辺
清
ら
名
古

屋
城
下
に
住
む
在
野
の
絵
師
が
、
狩
野
伊
川
院
ら
幕
府
御
絵
師
に
交
っ
て
描
い
て
い

た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、
霜
傑
や
そ
の
他
の
障
壁
画
が
描
か
れ
た
文
政
年

間
、
尾
張
徳
川
家
の
各
種
障
壁
画
制
作
に
お
け
る
絵
師
の
登
用
は
、
御
用
絵
師
や
狩

野
派
と
い
っ
た
江
戸
前
期
の
枠
組
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
で
あ

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
同
じ
頃
、
障
壁
画
以
外
の
画
用
、
す
な
わ
ち
掛
軸
や
屏
風
な

ど
の
制
作
に
つ
い
て
も
、
御
用
絵
師
や
流
派
の
制
限
は
薄
か
っ
た
。
た
と
え
ば
「
御

間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
は
、
張
月
樵
と
い
う
尾
張
の
四
条
派

系
画
人
の
衝
立
が
二
之
丸
御
殿
桜
之
間
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

紫
岡
の
場
合
、
何
ら
か
の
縁
に
よ
り
尾
張
藩
江
戸
藩
邸
に
出
入
り
す
る
を
得
、
霜

傑
な
ど
の
障
壁
画
を
描
く
に
至
り
、
そ
の
実
績
に
よ
り
尾
張
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

そ
の
縁
が
寛
令
の
よ
う
に
一
橋
家
と
い
う
藩
主
の
血
縁
に
関
わ
る
も
の
か
否
か

は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
た
だ
紫
岡
の
住
居
に
関
し
て
、
筑
波
大
学
蔵
「
東
都

諸
家
人
名
録
方
角
分
」（
瀬
川
富
三
郎
編 

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
、
左
記
の
記

図 7　�宋紫岡筆「立葵に鶏図」
名古屋市博物館蔵



16

事
が
あ
る
。

　
　
　

市
ヶ
谷

　
　
　
　

紫
山　

〇　

二
世　

宋　
　

同
居　

楠
本
雪
溪

　
　
　
　

紫
山　

〇　

三
世　

宋　
　

同
居　

楠
本
雪
溪

　
　
　
　
　
　

�

同
居
と
は
、
尾
張
藩
御
長
屋
下
。
〇
は
画
家
を
示
す
。

　

紫
岡
は
、
父
の
宋
紫
山
（
二
代
楠
本
雪
溪
・
一
七
三
三
～
一
八
〇
六
）
の
代
か
ら

尾
張
藩
市
谷
上
屋
敷
の
御
長
屋
近
く
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
地
縁
も
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

江
戸
後
期
に
お
け
る
尾
張
藩
の
画
家
登
用
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
で
改

め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
、
霜
傑
に
お
け
る
紫
岡
の
障
壁
画
は
、
霜
傑
の
造
営
当
初
に

描
か
れ
た
と
見
て
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
は
確
認
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
本
襖

絵
の
画
風
に
つ
い
て
付
言
し
よ
う
。
上
座
側
で
あ
る
「
菊
花
鶏
図
」
の
主
な
モ
チ
ー

フ
は
、
菊
と
流
水
、
鶏
と
雛
、
鯉
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
吉
祥
画
題
で
、
江
戸
中
期
以

降
伊
藤
若
冲
を
は
じ
め
と
す
る
諸
派
に
よ
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
菊

は
伝
統
的
な
四
君
子
図
の
影
響
が
強
い
た
め
、
毬
状
に
丸
く
咲
く
古
来
の
図
様
が
幕

末
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
図
に
描
か
れ
る
菊
は
、
花
弁
が
ね
じ
れ
る

江
戸
菊
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
文
化
文
政
期
、
咲
き
進
む
に
つ
れ
花
弁
が
狂
う
よ

う
に
巻
き
あ
が
る
江
戸
菊
の
栽
培
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
江
戸
の
人
々
は
貴
賤
を
問
わ

ず
変
化
菊
の
栽
培
に
熱
中
し
た
。
本
図
は
、
そ
の
新
種
の
菊
の
花
弁
が
も
だ
え
る
が

如
く
開
く
様
子
を
執
拗
に
描
い
て
お
り
、古
典
的
な
菊
図
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
鶏
は
、
夫
婦
親
子
の
慈
愛
と
繁
栄
を
意
味
す
る
吉
祥
画
題
で
あ
る
た
め
雌
雄

で
描
か
れ
る
こ
と
が
基
本
で
、
本
図
の
よ
う
に
三
羽
と
い
う
の
は
異
例
で
あ
る
。
し

か
も
本
図
の
三
羽
は
、
東
天
紅
と
い
う
長
鳴
鶏
の
雄
、
や
は
り
尾
が
長
い
白
色
の
雄

鶏
、
短
い
尾
が
立
ち
上
が
る
矮
鶏
（
チ
ャ
ボ
）
の
雌
の
組
み
合
わ
せ
で
、
つ
が
い
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
東
天
紅
は
、
尾
羽
が
二
年
に
一
度
し
か
換
羽
し
な
い
た
め
長
く

美
し
く
、
江
戸
期
か
ら
愛
玩
さ
れ
て
き
た
珍
種
で
あ
り（

（2
（

、
こ
れ
ら
各
種
の
鶏
の
描
き

分
け
が
本
図
の
眼
目
の
一
つ
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
本
図
は
、
吉
祥
画
題
を
描
き
つ
つ
も
写
実
的
・
博
物
学
的
な
描
写
を
主

眼
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
八
二
）
造
営
の
明
治
宮
殿
奥
表

宮
殿
の
た
め
描
か
れ
た
同
画
題
の
杉
戸
絵
（
図
8
）
と
比
較
す
れ
ば
、
紫
岡
の
襖
絵

が
当
時
の
名
古
屋
城
下
で
は
き
わ
め
て
斬
新
で
む
し
ろ
明
治
を
先
取
り
す
る
感
す
ら

あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ

う
。

　
「
菊
花
鶏
図
」
の
裏
面

の
「
海
棠
金
鶏
図
」
も
、

富
貴
の
象
徴
と
さ
れ
る
海

棠
と
金
鶏
を
組
み
合
わ
せ

つ
つ
、
蓮
華
、
蒲
公
英
は

す
べ
て
白
花
で
紫
岡
の
個

性
を
示
し
て
お
り
、
ま
た

描
き
方
は
写
実
的
で
瑞
々

し
い
。

　

翻
っ
て
文
政
初
年
、
名

古
屋
城
の
本
丸
御
殿
と
二

之
丸
御
殿
は
、
創
建
期
の

狩
野
派
御
絵
師
に
よ
る
松

図
や
鳥
図
、
帝
鑑
図
な
ど

で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
お

図 8　�「菊鶏図杉戸絵下絵」　『皇居御造営内部諸装飾明細図　奥表宮
殿御杉戸御絵之部』より　宮内公文書館特定歴史公文書館蔵
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り
、
そ
れ
ら
は
完
成
後
二
百
年
を
経
て
顔
料
剥
落
や
本
紙
損
傷
が
甚
だ
し
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
文
字
通
り
古
色
蒼
然
た
る
そ
れ
ら
に
比
べ
、
紫
岡
の
本
襖
絵
は
、
清
新

な
風
を
名
古
屋
城
の
庭
に
吹
き
込
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
寛
令
、
紫
岡
以
外
の
障
壁
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
引
き
続
き
、

霜
傑
の
他
の
障
壁
画
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
8
　「
岩
に
蘭
図
・
赤
白
菊
花
図
襖
絵
」
と
谷
文
晁

　
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」は
、霜
傑
の
障
壁
画
の
筆
頭
に
、

「
御
襖
四
本　

内
・
外
」
と
し
て
、「
内　

岩
に
蘭
」・「
外　

赤
白
菊
」
の
襖
絵
四
枚

を
挙
げ
、
そ
の
筆
者
を
谷
文
晁
と
し
て
い
る
。
竹
長
押
茶
屋
に
も
、
ま
さ
に
、
玉
座

之
間
と
呼
ば
れ
る
上
位
の
座
敷
に
「
岩
に
蘭
図
」
襖
絵
四
面
が
あ
り
、
そ
の
裏
面
に

は
「
赤
白
菊
図
」
が
描
か
れ
、
上
縁
に
は
「
文
晁
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
一
）
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
強
靭
な
筆
力
と
諸
派

を
兼
学
し
た
画
風
に
よ
り
江
戸
後
期
の
画
壇
を
席
巻
し
た
画
家
で
あ
る
。
文
晁
は
、

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）、
三
十
五
歳
の
若
さ
で
第
九
代
藩
主
宗
睦
に
よ
り
江
戸
下

屋
敷
戸
山
屋
敷
の
園
を
写
生
し
て
お
り
、
す
で
に
尾
張
徳
川
家
に
文
字
通
り
出
入
り

し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
文
政
初
年
、
霜
傑
の
画
用
を
命
じ
ら
れ
て
お
か
し
く
は
な
い
。

　

し
か
し
、
絵
画
史
の
立
場
か
ら
述
べ
れ
ば
、
現
存
す
る
襖
絵
は
表
裏
と
も
文
晁
の

画
風
か
ら
は
程
遠
く
、
文
晁
筆
と
は
認
め
が
た
い
。
私
見
で
は
、
表
面
、
す
な
わ
ち

玉
座
之
間
側
の
「
岩
に
蘭
図
」
は
南
蘋
派
の
様
式
を
示
し
て
お
り
、
中
で
も
宋
紫
岡

の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

た
と
え
ば
「
岩
に
蘭
図
」
と
「
海
棠
金
鶏
図
」
両
者
に
描
か
れ
る
春
蘭
（
図
9
・

10
）
を
比
較
し
よ
う
。
春
蘭
と
は
春
先
に
咲
く
野
生
の
蘭
で
、
香
り
高
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
と
こ
ろ
か
ら
「
四
君
子
」
の
一
と
さ
れ
、
枚
挙
に
暇
な
い

絵
画
例
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
外
側
の
萼
片

三
枚
を
細
長
く
描
き
、
内
側
の
側
花
弁
二
枚

唇
弁
は
小
さ
く
描
く
も
の
が
多
い
。し
か
し
、

「
岩
に
蘭
図
」
と
「
海
棠
金
鶏
図
」
は
、
い

ず
れ
も
内
側
の
側
花
弁
二
枚
を
外
側
の
萼
片

と
同
じ
よ
う
に
細
長
く
描
い
て
お
り
、
き
わ

め
て
特
徴
的
で
あ
る
。
花
弁
や
葉
を
描
く
鋭

利
で
肥
瘦
の
差
が
激
し
い
筆
致
や
、
点
苔
を

多
用
す
る
癖
、
岩
を
手
前
に
置
き
植
物
や
鳥

を
そ
の
背
後
に
配
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
奥

行
を
作
り
あ
げ
る
構
成
も
共
通
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
様
式
上
の
共
通
項
か
ら
、「
岩

に
蘭
図
」
と
、
同
じ
部
屋
に
描
か
れ
た
「
菊

花
鶏
図
」、
そ
し
て
そ
の
裏
面
の
「
海
棠
金

鶏
図
」
は
、
紫
岡
の
筆
と
考
え
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、「
岩
に
蘭
図
」
裏
面
の
「
赤
白
菊
花
流
水
図
」（
次
之
間
側
）
は
ど
う

か
。

「
紅
白
菊
花
流
水
図
」は
、漢
画
と
大
和
絵
を
折
衷
し
さ
ら
に
典
型
化
し
た
感
が
あ
り
、

文
晁
は
も
ち
ろ
ん
紫
岡
の
画
風
と
も
乖
離
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
筆
者
推
定
に
は

至
ら
な
い
。
同
じ
部
屋
の
地
袋
襖
絵
を
描
い
た
寛
令
の
作
で
あ
る
可
能
性
も
皆
無
で

は
な
い
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
に
記
さ
れ
た
文
晁
と
は
、
私

見
で
は
、計
画
段
階
で
の
絵
師
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
霜
傑
障
壁
画
の
筆
頭
絵
師
は
、

当
初
は
田
安
家
の
絵
師
で
名
声
を
恣
に
し
尾
張
藩
江
戸
藩
邸
に
も
出
入
り
し
て
い
た

図 9　�「岩に蘭図襖絵」　
部分　個人蔵

図 10　�「海棠金鶏図襖絵」　
部分　個人蔵
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文
晁
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
斉
朝
御
好
み
の
宋
紫
岡
と
小
栗
寛
令
に
委

ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、そ
れ
で
も
巨
匠
文
晁
の
名
が
記
録
に
残
さ
れ
た
と
見
た
い
。

　

画
風
に
よ
り
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
に
信
を
置
く
か

否
か
の
判
断
を
変
え
る
の
は
、
恣
意
的
に
過
ぎ
る
と
い
う
批
判
は
多
か
ろ
う
。
し
か

し
、
絵
画
様
式
自
体
の
判
断
を
基
本
軸
に
置
け
ば
、
現
時
点
で
は
こ
の
よ
う
に
推
論

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
9
　
霜
傑
の
空
間

　

以
上
、
現
存
す
る
竹
長
押
茶
屋
の
障
壁
画
三
組
に
つ
い
て
、
霜
傑
の
障
壁
画
と
見

な
し
た
上
で
制
作
時
期
や
筆
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
伝
文
晁
筆
の
襖
絵
筆
者
に
つ

い
て
は
結
論
を
先
送
り
せ
ざ
る
を
得
ず
、中
途
半
端
な
論
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

よ
っ
て
、
絵
師
に
関
し
て
の
総
括
的
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
現
時
点
で
は
で
き
な

い
が
、
霜
傑
の
実
際
の
用
い
方
を
通
し
、
そ
の
空
間
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
を
確
認
し
た
い
。

　

文
政
九
年
十
一
月
十
五
日
、
斉
朝
の
入
国
に
と
も
な
い
、
二
之
丸
御
殿
と
庭
の
茶

屋
に
は
数
々
の
飾
り
付
け
が
な
さ
れ
た
。
翌
年
斉
朝
は
隠
居
し
た
た
め
、
藩
主
と
し

て
の
最
後
の
入
国
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
座
敷
飾
が
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「
尾

州
御
留
守
日
記
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

霜
傑

　
　
　
　
　

掛
花
入　
　

唐
物
篭

　
　
　
　
　

御
は
な　
　

黒
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒
き
く

　
　
　
　
　

御
棚

　
　
　
　
　

御
巻
も
の　

世
尊
寺
行
能
卿
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
漢
朗
詠
集

　
　
　
　
　
　

長
御
盆　
　
　
　

朱

　
　
　
　

御
側
出

　
　
　
　
　
　

御
料
紙
箱　
　
　

嵐
山
蒔
絵

　
　
　
　
　
　

御
硯
箱　
　
　
　

竜
田
蒔
絵

　
　
　
　

同
北
之
御
間

　
　
　
　
　
　

御
懸
物　
　
　

宗 

珊 

筆　

一
幅

　
　
　
　
　
　
　

芦
ノ
画

　
　
　
　
　
　

御
花
生　
　
　
　
　

廣
口

　
　
　
　
　
　

御
は
な　
　
　

寒
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
仙

　

現
次
之
間
の
柱
に
は
唐
物
の
花
入
が
掛
け
ら
れ
、
黄
色
の
花
蕾
が
つ
い
た
黒
文
字

と
、
秋
の
菊
よ
り
小
振
り
の
寒
菊
が
投
げ
込
ま
れ
た
。
寛
令
の
「
菊
図
」
が
描
か
れ

た
袋
棚
の
上
に
は
、「
和
漢
朗
詠
集
」
の
巻
物
が
朱
塗
の
長
盆
に
載
せ
ら
れ
、
藩
主

お
手
元
品
で
あ
る
蒔
絵
の
箱
二
合
が
飾
ら
れ
た
。
料
紙
箱
は
京
都
嵐
山
の
桜
、
硯
箱

は
奈
良
竜
田
川
の
紅
葉
の
意
匠
で
あ
っ
た
。

　

現
玉
座
之
間
の
床
の
間
に
は
、
口
の
広
い
和
物
の
花
器
（
あ
る
い
は
水
盤
）
が
置

か
れ
冬
枯
れ
の
柳
と
水
仙
の
花
が
活
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
ろ
に
吊
ら
れ
た
掛
軸
は
、

宗
珊
の
芦
図
で
あ
っ
た
。
宗
珊
と
い
う
画
家
は
知
ら
れ
ず
、
紫
岡
宋
琳
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
玉
座
之
間
の
「
岩
に
蘭
図
襖
絵
」
と
「
菊
花
鶏
図
襖
絵
」
の
筆
者
と
考
え

ら
れ
る
紫
岡
宋
琳
が
、
同
じ
部
屋
に
自
筆
の
掛
軸
を
飾
ら
れ
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
芦
図
と
は
枯
れ
た
水
際
の
芦
を
描
く
画
題
で
、
活
け
ら
れ
た
枯
柳
と
は

や
や
重
畳
の
感
が
あ
る
。

　

黒
文
字
、
寒
菊
、
水
仙
は
、
厳
寒
期
に
気
品
あ
る
香
り
を
放
つ
花
材
で
あ
る
。
斉
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朝
は
将
軍
家
斉
の
影
響
も
あ
っ
て
植
物
の
栽
培
に
熱
中
し
て
お
り
、
霜
傑
は
、
吟
味

さ
れ
た
花
材
で
飾
ら
れ
た
。
し
か
る
に
室
礼
の
仕
上
げ
と
し
て
床
の
間
に
掛
け
ら
れ

た
の
は
、
御
絵
師
狩
野
派
に
よ
る
吉
祥
画
で
は
な
く
、
ま
た
和
歌
な
ど
の
書
軸
で
も

な
く
、
存
命
中
の
江
戸
の
一
画
家
に
過
ぎ
な
い
宋
紫
岡
の
芦
図
で
あ
っ
た
。
こ
の
、

自
身
の
好
み
の
画
家
に
よ
る
花
卉
草
木
図
と
実
際
の
植
物
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
空
間

こ
そ
が
、
斉
朝
の
求
め
る
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

　
ま
と
め
に
か
え
て

　

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
完
成
し
武
家
書
院
造
り
の
典
型
と
も
称
さ
れ
る
名

古
屋
城
本
丸
御
殿
に
お
い
て
は
、障
壁
画
は
建
物
の
格
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、

入
口
部
の
金
地
極
彩
色
に
始
ま
り
、
着
色
、
墨
画
淡
彩
、
墨
画
と
、
奥
に
行
く
に
従

い
技
法
が
規
則
的
に
変
化
し
た
（
た
だ
し
将
軍
専
用
の
上
洛
殿
は
入
れ
子
式
）。
画

題
も
、
入
口
部
の
走
獣
か
ら
花
鳥
、
大
和
人
物
、
唐
人
物
、
唐
山
水
へ
と
、
順
次
格

が
高
ま
っ
た
。
最
も
格
の
高
い
画
題
は
黒
木
書
院
の
水
墨
に
よ
る
中
国
山
水
図
で
あ

り
、そ
の
手
前
が
中
国
式
の
四
季
耕
作
図
と
中
国
の
皇
帝
を
描
く
帝
鑑
図
で
あ
っ
た
。

耕
作
図
と
帝
鑑
図
は
と
も
に
鑑
戒
画
題
で
あ
り
、将
軍
を
迎
え
る
場
に
ふ
さ
わ
し
い
。

ま
た
一
室
内
の
画
題
と
技
法
は
す
べ
て
統
一
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
対
面
所
の
主

室
二
室
は
す
べ
て
着
色
の
和
様
山
水
人
物
図
で
あ
っ
た
。
季
節
も
部
屋
に
よ
っ
て
統

一
さ
れ
る
か
四
季
が
順
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
。

　

寛
永
二
十
年
創
建
の
相
応
寺
本
堂
や
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
再
建
の
建
中
寺
本

堂
に
は
、
狩
野
派
に
よ
る
重
厚
な
障
壁
画
が
描
か
れ
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）

の
麴
町
将
軍
綱
吉
御
成
御
殿
造
営
に
は
、
江
戸
の
狩
野
派
御
絵
師
が
総
動
員
さ
れ
部

屋
ご
と
に
統
一
さ
れ
た
障
壁
画
を
制
作
し
た
。
ま
た
斉
朝
の
義
父
で
あ
る
第
九
代
藩

主
宗
睦
（
一
七
三
三
～
一
八
〇
〇
）
は
、
尾
張
藩
江
戸
下
屋
敷
で
あ
る
戸
山
屋
敷
の

庭
園
図
巻
を
複
数
回
描
か
せ
た
が
、
そ
れ
ら
の
筆
者
は
江
戸
の
木
挽
町
狩
野
家
当
主

の
狩
野
惟
信
や
田
安
家
出
入
り
の
谷
文
晁
ら
で
、
市
井
の
町
絵
師
で
は
な
い（

（2
（

。

　

さ
ら
に
宗
睦
は
、寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）、尾
張
藩
江
戸
上
屋
敷
で
あ
る
市
買
（
市

谷
）
屋
敷
の
大
奥
控
座
敷
障
壁
画
を
、
大
和
絵
系
の
幕
府
御
絵
師
で
あ
る
板
谷
慶
意

（
桂
意
）
広
長
（
一
七
六
〇
～
一
八
一
四
）
に
下
命
し
て
い
る
。
広
長
に
よ
る
伺
下

絵
が
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
長
押
上
小
壁
を
含
む
障
壁
画
一
式
が

広
長
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
図
11
）（

（2
（

。
大
奥
の
障

壁
画
で
あ
る
た
め
、漢
画
系
の
狩
野
家
で
は
な
く
大
和
絵
系
の
板
谷
家
に
命
じ
ら
れ
、

画
題
も
浜
松
図
な
ど
の
大
和
絵
系
の
画
題

が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
江
戸
城
大
奥

障
壁
画
の
絵
師
と
画
題
選
択
の
図
式
が
尾

張
徳
川
家
上
屋
敷
障
壁
画
に
も
踏
襲
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
斉
朝
治
世
下
の
名
古
屋
城
二

之
丸
御
庭
に
お
い
て
は
、
そ
の
図
式
は
崩

壊
し
て
い
た

　

霜
傑
の
場
合
、
古
典
的
な
山
水
図
や
人

物
図
は
一
掃
さ
れ
、
花
木
図
が
主
体
と

な
っ
た
。
ま
た
一
室
の
中
に
墨
画
淡
彩
画

や
着
色
画
、
金
地
濃
彩
画
が
混
在
し
、
季

節
も
統
一
さ
れ
な
い
。
歳
寒
三
友
や
四
君

子
な
ど
の
中
国
由
来
の
伝
統
画
題
と
も
若

干
の
齟
齬
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
典
文

芸
の
知
識
が
な
く
て
も
鑑
賞
で
き
る
、
い

図 11　�「板谷家伝来資料　浜松図・草木花鳥図襖小下絵」　部分　
東京国立博物館蔵
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わ
ば
わ
か
り
や
す
い
画
題
が
主
体
と
な
り
、
技
法
の
統
一
は
計
ら
れ
な
い
。
ま
た
画

家
は
、
寛
令
、
紫
岡
と
い
う
、
江
戸
在
住
の
画
家
が
選
ば
れ
、
今
村
晴
雲
な
ど
名
古

屋
在
住
の
狩
野
派
系
御
絵
師
は
登
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
御
間
向
幷
上
御
庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
に
よ
れ
ば
、
霜
傑
・
多
春
園

以
外
の
茶
屋
に
お
い
て
も
、
寛
令
、
紫
岡
、
さ
ら
に
山
本
梅
逸
や
張
月
樵
、
渡
辺
清

な
ど
在
野
の
画
家
が
動
員
さ
れ
、
四
季
の
花
木
図
や
花
鳥
図
を
描
い
て
い
た
。

　

た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
江
戸
後
期
の
画
壇
に
お
い
て
は
、
梅
逸
、
月
樵
、
清
よ
り

む
し
ろ
大
和
絵
の
田
中
訥
言
、
文
人
画
の
中
林
竹
洞
な
ど
の
方
が
、
そ
の
実
力
に
よ

り
と
く
に
京
都
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
訥
言
は

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
京
都
御
所
障
壁
画
制
作
に
携
わ
り
、
竹
洞
は
文
政
十
三

年
（
一
八
三
〇
）
以
降
『
平
安
人
物
誌
』
の
文
人
画
の
筆
頭
を
飾
っ
て
い
た
。
訥
言

や
竹
洞
は
、
和
漢
の
古
画
や
文
芸
を
深
く
学
び
つ
つ
筆
致
や
色
彩
を
抑
制
す
る
様
式

を
確
立
し
た
画
家
で
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
彼
ら
の
知
的
で
静
謐
な
画
風
に
は
斉
朝
は
一
顧

だ
に
し
な
か
っ
た
。
斉
朝
が
好
ん
だ
の
は
、
寛
令
、
紫
岡
、
梅
逸
、
月
樵
ら
に
共
通

す
る
、
写
実
的
か
つ
装
飾
的
で
色
彩
豊
か
な
花
木
花
鳥
図
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
二
之

丸
御
殿
と
御
庭
は
そ
の
好
み
で
染
め
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

画
題
や
画
家
の
選
択
が
先
例
や
規
範
か
ら
は
ず
れ
、
為
政
者
の
好
み
の
み
優
先
さ

れ
て
い
く
傾
向
は
、
名
古
屋
城
下
だ
け
の
現
象
で
は
な
い
。
す
で
に
寛
政
度
造
営
の

京
都
御
所
障
壁
画
が
経
費
削
減
も
あ
っ
て
京
都
在
住
の
各
派
の
絵
師
に
分
担
さ
れ
て

い
た
。
江
戸
城
西
丸
御
殿
・
本
丸
御
殿
の
再
建
に
お
い
て
は
、
家
斉
・
家
慶
は
自
身

の
好
み
に
よ
り
画
題
を
変
更
さ
せ
、
ま
た
寵
愛
す
る
家
臣
に
障
壁
画
を
描
か
せ
て
い

た
。
し
か
し
、
奥
絵
師
を
頂
点
と
す
る
階
級
社
会
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い

た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
て
、
江
戸
城
障
壁
画
も
、
基
本
的
に
は
狩
野
各
家
の
格
式
や

血
縁
関
係
に
し
た
が
っ
て
各
絵
師
に
割
り
振
ら
れ
、
先
例
に
な
ら
っ
て
画
題
が
定
め

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
将
軍
好
み
の
家
臣
が
揮
毫
し
得
た
の
は
奥
向
き
建
物
の
入

側
杉
戸
絵
に
過
ぎ
な
い
。

　

し
か
る
に
、
名
古
屋
城
下
に
お
け
る
斉
朝
は
、
よ
り
奔
放
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
自
由
奔
放
な
空
間
装
飾
は
、
名
古
屋
城
が
斉
朝
に
と
り
、
江
戸
か
ら
遠
く
離
れ

た
赴
任
地
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
自
由
度
は
、
あ
る
意
味
で
は
江
戸
後
期
以
降
の
当
地
の
画
壇

を
活
性
化
し
た
。
梅
逸
、
清
、
月
樵
ら
は
、
藩
主
の
下
命
を
お
そ
ら
く
喧
伝
し
て
人

気
を
増
し
、
没
後
も
名
声
を
保
っ
た
。『
古
今
中
京
画
談
』
の
記
載
を
受
け
た
『
名

古
屋
市
史　

人
物
編
』（
名
古
屋
市
編
・
一
九
三
四
年
）
で
は
、
月
樵
に
つ
い
て
、「
藩

名
を
受
け
て
、
城
内
の
杉
戸
、
襖
等
に
描
き
、
終
に
用
人
支
配
と
な
り
、
帯
刀
を
許

さ
る
」
と
記
し
、
梅
逸
に
い
た
っ
て
は
、
御
絵
師
格
と
な
り
名
字
帯
刀
、
御
目
見
を

許
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
か
れ
ら
の
遺
品
は
玉
石
混
ぜ
て
き
わ
め
て
多
く
、
確
実

に
江
戸
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
い
た
る
ま
で
の
当
地
の
家
々
の
床
の
間
を

飾
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　　

二
之
丸
御
庭
の
茶
屋
障
壁
画
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
触
れ
る
に
と
ど
め
た
多
春

園
障
壁
画
や
余
芳
障
壁
画
を
含
め
た
総
合
的
な
評
価
が
必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本

稿
は
こ
れ
以
上
の
考
察
は
控
え
た
い
。
ま
た
二
之
丸
御
殿
自
体
の
障
壁
画
に
つ
い
て

も
、
興
正
寺
所
蔵
の
伝
二
之
丸
御
殿
障
壁
画
と
近
年
名
古
屋
城
に
寄
贈
さ
れ
た
「
中

国
宮
廷
・
当
世
風
俗
図
屏
風
」
と
の
考
察
が
必
須
で
あ
り
、
こ
れ
も
別
稿
に
譲
る
こ

と
と
す
る
。

　

名
古
屋
城
伝
来
の
茶
屋
と
そ
の
障
壁
画
を
今
日
ま
で
保
存
し
て
こ
ら
れ
た
御
所
蔵

者
の
方
々
に
、
言
う
も
お
こ
が
ま
し
い
が
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
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註（
1
）�

朝
日
「
名
古
屋
城
下
の
杉
戸
絵
」『
近
世
杉
戸
絵
の
総
合
的
研
究
』
二
〇
二
六
年　

思
文
閣
出
版

（
2
）�

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
な
ら
び
に
木
村
慎
平
氏
は
じ
め
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
諸
氏
の
御
指
導
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
。

（
3
）�

二
之
丸
御
庭
に
か
か
る
基
本
的
文
献
と
し
て
下
記
が
あ
る
。

　
　

 �

白
根
孝
胤
「
近
世
後
期
に
お
け
る
尾
張
家
の
植
栽
空
間
と
大
名
庭
園
」『
金
鯱
叢
書
』
第
三
七
輯　

二
〇
一
一
年

　
　

 �

木
村
慎
平　
「「
御
小
納
戸
日
記
」
に
み
る
名
古
屋
城
二
之
丸
御
庭
の
改
造
」『
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
紀
要 

第
二
号
』　

　
　

 �

木
村
慎
平
「
名
古
屋
城
二
之
丸
御
殿
の
解
体
と
「
御
城
図
面
」」『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
四
八

巻　

二
〇
二
五
年

　
　

 �

名
古
屋
城
総
合
事
務
所
編
『
名
勝
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
余
芳
移
築
再
建
事
業
』
二
〇
二
二
年

　
　

 �

堀
内
亮
介「《
研
究
ノ
ー
ト
》名
古
屋
城
下
御
深
井
御
庭
の
景
観
と
利
用
」『
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要 

第
四
号
』

（
4
）�

本
資
料
の
閲
覧
に
は
。
徳
川
美
術
館
な
ら
び
に
吉
川
美
穂
氏
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。

（
5
）�

個
人
蔵
。
竹
長
押
茶
屋
の
障
壁
画
の
一
部
は
、
令
和
六
年
度
、
名
古
屋
城
西
の
丸
御
蔵
城
宝
館
に
所
在

場
所
を
変
更
し
た
が
、
本
稿
で
は
竹
長
押
茶
屋
に
は
ま
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
記
載
す
る
。

（
6
）�『
金
城
温
古
録
』

　
　

 �

翻
刻
は
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
三
～
一
六
巻　

金
城
温
古
録
』

（
一
九
八
四
）
に
よ
る
。

　
　

 �　

竹
長
押
御
茶
屋　

　
　

 �　

御
池
の
正
南
、
水
涯
に
在
り
。
御
屋
根
萱
葺
、
外
の
軒
廻
り
鴨
居
の
長
押
は
二
ツ
割
り
の
大
竹
な
り
。

因
て
、
号
す
る
所
な
り
。
御
勝
手
は
御
小
納
戸
御
役
所
に
て
、
殊
更
、
御
城
御
留
守
の
歳
は
、
昼
の
当
番
・

夜
の
宿
直
も
、
皆
、
槞
に
出
勤
の
所
な
り
。
文
政
の
初
め
ま
で
は
前
々
如
く
、
し
か
あ
り
し　

抑
、
御

深
井
御
庭
は
、
御
城
中
若
し
火
災
の
節
、
御
披
ら
き
場
也
。
就
中
、
此
竹
長
押
御
茶
屋
は
、
其
節
の
御

座
所
に
可
被
為
成
と
の
御
用
心
に
て
、
此
所
、
其
随
一
と
也
。
只
、
御
遊
覧
の
み
の
義
に
は
非
ら
ず
と
、

古
き
申
伝
へ
な
り
。（
以
下
略
）

（
7
）�

竹
長
押
茶
屋
に
関
す
る
基
本
的
文
献
に
下
記
が
あ
る
。

　
　

 �『
愛
知
県
聖
蹟
誌
』
愛
知
県
編
集
発
行　

一
九
一
九
年

　
　

 �

神
谷
昇
司
「
竹
長
押
茶
屋
」『
愛
知
県
史　

別
編 

文
化
財
一　

建
造
物
・
史
跡
』
解
説　

二
〇
〇
六
年

（
8
）�

朝
日
「
竹
長
押
茶
屋
障
壁
画
」『
愛
知
県
史 

別
編 

文
化
財 

二 

（
絵
画
）』（
二
〇
一
一
年
）
解
説
。
な
お

本
稿
で
は
資
料
名
を
改
め
た
。

（
9
）�

朝
日
前
掲
書
註
1

（
10
）�

神
谷
前
掲
解
説

（
11
）�「
古
画
備
考
」
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
な
ら
っ
た
。

　
　

 �

古
画
備
考
研
究
会
編
『
原
本
『
古
画
備
考
』
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
二
〇
一
三
年　

思
文
閣
出
版

　
　

 �

古
画
備
考
研
究
会
編
『
校
訂　

原
本　

古
画
備
考
』
二
〇
二
二
年　

思
文
閣
出
版

（
12
）�『
江
戸
城
障
壁
画
の
下
絵　

調
査
研
究
報
告
書 

江
戸
城
本
丸
等
障
壁
画
絵
様
』
東
京
国
立
博
物
館
編　

第
一
法
規
出
版　

一
九
八
九
年

（
13
）�

白
根
孝
胤
「
名
古
屋
城
庭
園
の
植
栽
空
間
と
徳
川
斉
朝
」『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
四
八
号

　
　

 �

木
村
前
掲
註
3

（
14
）�

一
階
の
桜
図
襖
絵
は
、
画
風
か
ら
二
名
の
筆
者
か
ら
な
り
、
室
内
側
が
格
上
の
絵
師
、
す
な
わ
ち
松
野

梅
山
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）�

寛
令
に
つ
い
て
は
、
菅
浪
冠
氏
か
ら
重
ね
て
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

（
16
）�
竹
内
美
砂
子
「
尾
張
藩
御
用
絵
師
と
庭
園
図
」『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
四
巻

（
17
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
藩
士
名
寄
」
の
翻
刻
は
「
尾
張
の
絵
画
史　

狩
野
派
野
画
人
た
ち
」（
名
古
屋

市
博
物
館
編
集
発
行　

一
九
八
六
年
）。
ま
た
奥
村
得
義
編
「
御
本
丸
記
事
」
三
・
四
（
東
洋
文
庫
蔵
）

に
左
記
の
記
載
が
あ
る
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 �　
　

東
洋
文
庫
蔵
「
御
本
丸
記
事　

四
」

　
　

 �　
　
　
「
天
保
十
年
御
夏
改　

御
徒
格
以
下
分
限
帳
」

　
　

 �　
　
　
　

神
谷
慶
秋　

御
絵
師　

十
五
石
三
人

　
　

 �　
　
　
　

楠
本
雪
溪　

同
上　

五
人
分

　
　

 �　
　

東
洋
文
庫
蔵
「
御
本
丸
記
事　

三
」

　
　

 �　
　
　
「
弘
化
四
年　

職
俸
録
之
寫
」

　
　

 �　
　
　
　

廿
五
石
三
人

　
　

 �　
　
　
　
　

狩
野
晴
真

　
　

 �　
　
　
　
　
　

御
絵
師　
　

定
フ

　
　

 �　
　
　
　

廿
石
三
人

　
　

 �　
　
　
　
　
　

楠
本
雪
溪

　
　

 �　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同

　
　

 �　
　

一　

狩
野
晴
真
ハ
始
神
谷
氏
也
近
来
狩
野
氏
を
称
ス

　
　

 �　
　
　
　
　

其
祖
御
作
事
方
指
圖
師
二
テ
画
ヲ
好
御
絵
師

　
　

 �　
　
　

ト
成
後
代
〃
業
ヲ
続
ト
或
人
云
ヘ
リ

　
　

 �　
　

一　

楠
本
雪
渓
ハ
江
戸
ノ
人
天
保
年
新
期
に
被
取
立

　
　

 �　
　

候
ノ
由　

徳
義
在
江
戸
ノ
時
扇
ヲ
贈
り
越
今
ニ

　
　

 �　
　

所
持
ス

（
18
）�

框
刻
銘
は
明
治
の
移
動
時
に
彫
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
刻
銘
の
直
接
的
な
根
拠
は
「
御
間
向
幷
上
御

庭
御
茶
屋
々
　々

御
襖
等
筆
者
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
19
）�

筆
者
は
以
前
紫
岡
筆
「
楽
々
園
四
季
真
景
図
巻
」
に
つ
い
て
論
じ
た
時
、
そ
の
制
作
年
代
を
紫
岡
が
御

用
絵
師
に
な
っ
た
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
以
降
と
推
定
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
文
政
期
の
可

能
性
が
高
い
と
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
る
。
楽
々
園
の
真
景
図
制
作
な
ど
の
実
績
に
よ
り
、
御
絵
師

に
抜
擢
さ
れ
た
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
拙
稿
「
尾
張
藩
御
用
絵
師
と
庭
園
図
」『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究

紀
要
』
十
四
号　

平
成
三
年

（
20
）�

日
本
畜
産
学
会
編
『
畜
産
用
語
辞
典
』

　
　

 �https://anim
alw

iki.yokendo.com
/index.php?curid=5038&

oldid=6642,

（
21
）�

薄
田
大
輔
「
狩
野
惟
信
筆
「
戸
山
荘
八
景
図
巻
」
に
つ
い
て
─ 

江
戸
狩
野
派
の
庭
園
図
表
現 

─
」『
金

鯱
叢
書
』
第
四
三
輯　

（
22
）�

東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
板
谷
家
伝
来
資
料
」
三
〇
〇
四
。「
浜
松
図　

草
木
花
鳥
図
襖
小
下
絵
同
」
な
ど

の
書
き
込
み
が
あ
り
、
裏
面
に
は
「
尾
州
大
納
言
様
市
買
御
殿　

大
奥
御
控
座
敷
地
取　

絵
図
一
枚　

寛
政
四
子
年
三
月
十
一
日
出
来
上
ル
」「
是
よ
り
御
三
之
間
」「
板
谷
絵
所
」
な
ど
の
墨
書
と
、「
板
谷
絵

所
」
の
朱
文
長
方
印
が
あ
る
。

　
　

 �

同
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
同
館
編
集
発
行
『
板
谷
家
を
中
心
と
し
た
江
戸
幕
府
御
用
絵
師
に
関
す
る
総
合

的
研
究
』（
田
沢
裕
賀
研
究
代
表
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
23
）�

訥
言
・
竹
洞
に
つ
い
て
は
左
記
参
照
。

　
　

 �『
尾
張
の
や
ま
と
絵
「
田
中
訥
言
」』　

名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
編
集　

二
〇
〇
六
年	

	

『
江
戸
時
代
尾
張
の
絵
画 

巨
匠 

中
林
竹
洞
』　

名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
編
集　

二
〇
〇
九
年

謝
辞

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。　
　

敬
称
略

大
坪
恵
里
佳　

大
矢
健
治　

木
下
京
子　

久
保
智
康　

佐
藤
元
一　

菅
浪
冠　

津
田

卓
子　

藤
原
吉
希　

麓
和
善　

星
子
桃
子　

山
田
伸
彦　

横
尾
拓
真　

吉
川
美
穂　

愛
知
県　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会　

宮
内
公
文
書
館
特
定
歴
史
公
文
書
館　

東
京

国
立
博
物
館　

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館　

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館

徳
川
美
術
館　

徳
川
林
政
史
研
究
所　

名
古
屋
市
博
物
館　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

弥
富
市
教
育
委
員
会
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表 1　徳川林政史研究所蔵　「御間向幷上御庭御茶屋々々　御襖等筆者」霜傑関係障壁画一覧

建物 位置 画題 記載筆者 筆者について

霜傑
（松濤） 二之丸御庭

額 花山院右大臣�
愛徳

1755～ 1829　文政 3年（1820）一
年のみ右大臣

御襖四本　内 岩に蘭 文晁 谷文晁　1763～ 1841

御襖四本　外 赤白菊 文晁 谷文晁　1763～ 1841

御地袋御小襖 小菊 寛令 小栗寛令　 号東梧斎　？～ 1844か

東御入口御襖弐本　内 鶏に菊 紫岡宋琳 宋紫岡（楠本雪溪）　1780-1850

東御入口御襖弐本　外 海棠に小鳥 紫岡宋琳 宋紫岡（楠本雪溪）　1780-1850

桜之御間 二之丸御殿
北御入側御張出境御杉戸　内 白菊ニ鶏 周溪 渡辺清　1778～ 1861

北御入側御張出境御杉戸　外 白梅ニ山鳥 周溪 渡辺清　1778～ 1861

表 2　竹長押茶屋障壁画一覧

口絵番号 名称 位置 員数 伝承筆者 材質 本紙法量
（cm） 裏面 引手

1 菊花図小襖絵 次之間東側天袋襖 2面 小栗寛令（落
款あり） 絹本着色 45.2×56.5 なし 七宝入花文

2－ 1 岩に蘭図襖絵 上之間（玉座）東側襖　（次
之間境） 4面 谷文晁 紙本着色 171.6×68.5 赤白菊花流水図 松竹梅文

2－ 2 赤白菊花流水図襖
絵 次之間西側襖（上之間境） 4面 谷文晁 紙本金地着

色 171.6×68.5 岩に蘭図 松竹梅文

3－ 1 菊花鶏図襖絵 上之間（玉座）東側襖　（八
帖之間境） 2面 宋紫岡 紙本着色 171.5×66.0 海棠金鶏図 松竹梅文

3－ 2 海棠金鶏図襖絵 八帖之間南側襖（上之間境）2面 宋紫岡 紙本着色 171.5×66.0 菊花鶏図 松竹梅文

白菊鶏図杉戸絵 六帖之間北側杉戸 2面 刻銘なし 板画着色金
砂子撒 164.5×81.6 白梅雉子図 葵紋

白梅雉子図杉戸絵 茶の間南側杉戸 2面 刻銘なし 板画着色金
砂子撒 164.5×81.6 白鶏図 葵紋




